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心の状態もまた粗野であります」と、貧困が堕落をひき起こすことを語っている。(注 5 ) 
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 「安楽水準（standard of comfort）という言葉は、おそらくは粗野な欲求が支配的であるかもしれ
ない。人工的な欲求の単なる増大を示唆する言葉である」。 
 「生活水準（standard of life）という言葉は、欲求に対して調整される活動の水準を意味するもの
とする。したがって生活水準の上昇は、支出において注意と判断の増大に導き、食欲を満たすだけ
福祉と経済思想の関係―とくに A.マーシャルとポラニーに着目して― 
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 カール・ポラニー（Karl Polanyi, 1886～1964）は、経済人類学の先駆者といわれ、その代表的な
著書である『大転換－我々の時代の政治的・経済的起源（The Great Transformation－The Political 































  ① 経済的自由主義の原理―自己調整的市場の作用 
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 『週刊ダイヤモンド』（2009年 3 月21日号、ダイヤモンド社）は、特大号を組み、「年収200万円以
下の人口1032万人」、「生活苦で自殺1990年1272人が2007年7318人」（警察庁の「自殺統計」では、
2008年の 1 年間で自殺した人は32249人。1998年以降、11年連続で 3 万人台を上回っている）、「生
活保護を受けられない困窮者最低600万人」、「ホームレス16018人」、「最低賃金水準先進国ワース
ト 4 位」、「相対的貧困率先進国ワースト 4 位」、「子ども 7 人に一人が貧困」、「完全失業者 5 人に 4 
人は失業給付をもらえない」、「ひとり親家庭の貧困率先進国ワースト 2 位」などと、各種データ
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（注 1 ）小峯 敦編（2008）『福祉の経済思想家たち』、ナカニシヤ出版、10頁 
（注 2 ）B. S. Rowntree, Poverty: A Study of Town Life、1901（長沼弘毅訳『貧乏研究』、ダイヤモ
ンド社、1959年） 
Charles Booth, The Life and Labour of the People in London, 1866-1903、 




（注 3 ）Alfred Marshall, Principles of Economics, 1890, Macmillan and Co., Limited London、永沢越
郎訳（1977）『マーシャル経済学原理』（第一分冊）、岩波ブックサービスセンター、2 頁 
（注 4 ）『マーシャル経済学原理』4 頁 
（注 5 ）『マーシャル経済学原理―（八）労働階級の将来（1873年）』、201頁 
（注 6 ）「労働階級の将来」212頁 
（注 7 ）「労働階級の将来」217頁 
（注 8 ）『マーシャル経済学原理』（第四分冊）、268-269頁、西岡幹雄、近藤真司著（2002）『ヴィ
クトリア時代の経済像』、萌書房、122頁参照 
（注 9 ）西岡幹雄著（1997）『マーシャル研究』晃洋書房、155頁 
（注10）『マーシャル経済論文集―（六）経済騎士道の社会的可能性（1907）』、2000年、139-146頁 
 西岡幹雄（2002）、141-144頁参照 
（注11）Karl Polanyi, The Great Transformation: The Political and Economic Origins of Our Time, 1944、
野口建彦・栖原学訳（2009）『大転換』東洋経済新報社、6 頁 
    以下、『大転換』については本文に注記する 
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（注22）Amartya Sen（1999），Development as Freedom、Alfred A. Knopt. New York. 石塚雅彦訳
（2000）『自由と経済開発』、日本経済新聞社、349頁 
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